
竹林公園の石造物群　西京区大

枝北福西町に所在する京都市洛西

竹林公園の一角には、地下鉄烏丸

線の調査で出土した石造物 361 点

が設置されており、これらは「旧

二条城関係の石造物群」として京

都市指定文化財に指定されていま

す。旧二条城は永禄 12 年（1569）

に織田信長が将軍足利義昭のため

に築造したものですが、築城に際

し石仏や石造物を壊して運んだこ

とがキリスト教宣教師によって記

録されています。竹林公園に並べ

られた石仏 216 体中に壊された痕

跡がみられることは、その裏付け

でもあります。

東端を囲うように並べられた石

仏の中でも南端の２体は、線刻・

墨書をもつことから特に珍しい石

仏として知られていましたが、屋

外展示を続けるとさらに劣化が進

む懸念があり、関係機関が協議し

た結果、当館に保管替えとなりま

した。　

墨書をもつ阿弥陀如来坐像　各

部に墨で線を入れた珍しい石仏で

す。石材は花崗岩製で、石材を割

り出した際の矢跡が、左側面と底

面に残されています。仏像の種類

は「阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

」で、光背の

前に厚肉彫りで表現されています。

頭頂部が一段盛り上がった「肉
にっけい

髻」

は如来形であることを示します。

左右の耳は墨線で描かれ、首の三
さん

道
どう

も墨線で描かれます。衲
のう

衣
え

は、

右肩の一部と左半身を包んだ「偏
へん

袒
たん

右
う

肩
けん

」で、右肩と左半身のひだ

を墨で描きます。胸の筋肉下の輪

郭も墨で描きます。両腕を膝上に

考古アラカルト 83

竹林公園から移された２つの石仏
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写真１　竹林公園から移された石仏２体

左 :墨書をもつ阿弥陀如来坐像　高さ 68cm、幅 42cm、厚さ 23cm、右：「清明」銘 阿弥陀如来立像　高さ 65cm、幅 47cm、厚さ 25cm



置いて「阿
あ

弥
み

陀
だ

定
じょういん

印」を組み、指

を墨で描きます。脚を組んだ「結
けっ

跏
か ふ ざ

趺坐」を表し、衲衣のひだを墨

で描きます。下方が尖った不安定

な台座には、蓮弁を墨で描いた

「蓮
れん

華
げ

座
ざ

」を表現します。

顔の左右にも蓮弁と墨の広がり

が認められ、蓮華座の上に梵字が

すわる図案を描いたと考えられま

す。左耳横は「観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

」の種
しゅ

子
じ

（梵字一字で仏を表す）「 サ」、

右耳横は「勢
せい

至
し

菩
ぼ

薩
さつ

」を示す「

サク」であり、左右に脇侍を配置

した阿弥陀三尊の石仏であったと

いえます。「 サ」の下に描かれた

楕円は、観世音菩薩が信仰深い人

を極楽に引
いんじょう

接する際に差し出す蓮
れん

台
だい

を示すと思われます。

この石仏は、烏丸通と出水通の

交差点付近から出土しましたが、

ここは旧二条城北面の中央東寄り

に当たり、東西方向の堀が掘られ

た後、埋められて南北方向の通路

が形成されたことや、石仏は堀を

埋める際にまとまって入れられた

ことが調査で判明しています（写

真２） 。

「清明」銘阿弥陀如来立像　この

石仏についてはリーフレット京都

No.176 で詳しく紹介されています。

立
りゅうぞう

像として造られ下半を欠損しま

したが、底面を平坦に整えること

から、割れた後も信仰対象となっ

ていたようです。仏身の肉彫りは

他の石仏より厚く、鎌倉時代に作

られたとみられます。

出土地点ですが、リーフレット

京都には「烏丸通と上長者町通の

交差点部分の烏丸通東側歩道沿い」

とあります。しかし実際にはそれ

より約 80 ｍ北側の調査区から出土

しており、この間には烏丸通東側

溝の東側石垣が連続して検出され

ていることから、リーフレット京

都を作成する際に誤記が生じたよ

うです。

なお、写真２・３の石仏出土状

況写真からは２つの石仏を特定す

ることは叶いません。

おわりに　竹林公園に設置され

た石仏は 216 体を数えますが、そ

のうちの約８割が阿弥陀如来像で

す。しかし線刻で文字を入れたり

墨で線書きした石仏は他には認め

られません。顔の左右に梵字を配

置して阿弥陀三尊を表現すること

も、他の石仏と異なります。２体

の石仏には特別の想いが込められ

ていたのでしょう。

織田信長が京都に入り始まった

安土桃山時代は、華やかな反面、

戦乱の時代でもありました。信長

が築かせた旧二条城跡と内裏の修

繕に使用された２体の石仏は、前

時代の庶民信仰を示す確実な遺品

といえます。 （丸川義広）
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図１　竹林公園の石仏・石造物配置状況

写真２　墨書をもつ石仏出土状況

『京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調査年報Ⅱ

1976 年度』　京都市高速鉄道烏丸線内遺跡

調査会 1980 より

写真３　「清明」銘石仏出土状況

『京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調査年報Ⅰ

1974,75 年度』　京都市高速鉄道烏丸線内遺

跡調査会 1979 より


